
地

球

節

十
五
港

次
は
著
野
郡
太
秦
､
荘
園
を
中
心
と
す
る
映
笛
製
作

事
業
に
し
て
阪
妻
､
日
清
､
帝
キ
ネ
､
千
憩
減

(
以
上

大
森
)

マ
キ
ノ
(
花
園
)等
の
諸
撮
影
所
轄
を
並
べ
此
等

従
業
員
は
数
千
人
は
及
び
'
年
産
概

7
千
数
宵
薗
囲
は

接
し
我
閣
第

一
の
快
諾
術

を
作
皇
鼎
に
東
洋
の

'1
リ
ウ

ッ
ド
の
名
に
背
か
な

い
｡

相
相
方
酉
院
､
太
秦
､
梅
津
､
音
極
の
諸
村
に
捗
る

完
W
は
嘗
iE
西
ノ
京
p
壬
4
万
両
と
連
結
す
る

7
大
工

業
地
匿
を
な
し
製
綿
(
日
本
ク
ロ
こ

晒
木
綿
､
友
碑
等

の
舗
工
業
盛
ん
で
あ
る
｡

其
他
北
方
山
科
方
面
も
近
時
各
種
工
業
敬
属
し
鎌
鮎

を
始
め
大
小
工
場
甘
五
十
飴
に
及
び
其
産
額
七
育
数
十

妨
五
兆

孟

二

四
八

蘭
間
の
多
き
に
達
し
京
都
工
業
地
昔
の

一
飛
地
の
観
が

あ
る
○
最
後
に
編
入
地
域
全
階
に
於
け
る
頻
度
紙
箱
を
二
不
す

と
左
の
通
-
で
あ
る
｡

年
産
袖
疎
(
即
位
常
軌
)

→

五 三 紙
J 八 ,Lき 混 一 部

農
ニ 七 二 六 市. 鍾川

～i;l

1宍 九 誇孟 八 産

不七 二 一 二 1-i

求

蒜 L 三 三 t 庚

-/k鼓 一 二 二 1 庶四 一一lヽ .=こ.

簸

川

平

野

の

民

家

斐
伊
川
三
角
洲
地
方
を
主
と
し
て
調
査
し
た
農
家
住

宅
の

tt
班
で
あ
っ
て
'
名
綱
に
は
特
に
方
言
を
靴
音
の

同

機
附
託
し
て
置
-
0

(
〟
)

屋

根

義

重



北
づ
輩
茸
と
瓦
茸
と
の
割
令

k
.見
る
｡

出
来
村
八
五
〇
月
中
華
罫
五
七

〇
1月
(
六
七
｡〇
六
)

克
茸
二
八
〇
月
(
三
二
･
九
四
)

伊
波
野
村
大
字
宮
村

一
二
七
月
中

華
茸

八
二
月
(
六
四
｡五
七
)

克
茸

四
五
月
(
三
五
･
四
五
)

斐
伊
川
以
肘
は
両
部
に
到
る
程
尭
茸
が
多
-
見
ら
れ
る

概
し
て
新
し
い
衆
蕗
は
克
茸
を
増
す
傾
向
で
あ
っ
て
'

出
来
相
を
二
分
し
て
得
た
数
字
は
次
の
如
し
｡

革
茸
月
数

本
悶
部
三
七
七
(
六
八
･八
〇
)

一
七

一
(
三

丁
二
〇
)

新
円
郵

l
九
三
(
六
三
｡九

一
)

一
〇
九
(
三
六
･〇
九
)

旧
軍
茸

ク
ジ
ヤ
と
呼
ぶ
｡
米
作
地
で
あ
る
か
ら
義
の

み
で
p
萱
も
使
ふ
が
穿
群
は
大
赦
万
両
に
幾
分
あ
る
の

よ
ふら

み
で
あ
る
O
構
造
は
全
部
四
阿
で
rJ
れ
を

四

平

茸

と
呼

ぶ
｡
棟
に
は
反
社
有
し
両
端
が
鋭
角
む
な
し
で
上
っ
て

ゐ
t
.
水
中
の
棟
は
極
稀
で
あ
る
｡
棟
の
左
右
破
風
の

部
分
に
三
角
形
の
舶
用
穴
を
も
っ
て
ゐ
る
｡

一
部
に
は

是

へ
簡
畢
夜
孤
格
子

(
木
又
は
竹
を
斜
愛
し
た

一
速
二

八
位
の
三
角
形
)
を
あ
げ
て
居
る
｡
欄
四
六
を
も
た
ぬ
坊

城

川
平

野

の

拭
家

主
棟
と
冨
ふ
の
は
農
家
に
は
金
-
兄
ら
克1
な

い
0
菅
は

軒
ま
で

.i
棟
に
諾
罫
(
フ
キ
オ
ワ
シ
)
と
し
て
屠
ね
が
､

/lE′

;tit-i;

節

.･;;
t-I,

1
⑯桓]ヨ言,_ン.,.～.,～9rJ

/rp dJ

//･

(家 鴨 西 村 野 披 伊 ) 宅任形扱曹

◎上偵叫化細且

次
第
は
充
庇
(
,b
コ
p
)
附
に
改
良
さ
れ

て

､

平

野

の

酉

牢
は
殆
A
ど
絶
亜
附
で

あ
る
｡
iiI
い
屈

服

は

四

阿

菩

下

で
あ
る
と
北
ハほ
'

チ
ク
モ
ン
と
桐
す

る

小

棟

を

後

方

へ

出
し
を
の
部
が

約
月
と
在
っ
て
ゐ
る

｡

本

棟

よ

-

一
段

檎
-
直
角
に

出
y
lニ
平
茸
で
あ

る
｡
rJ

れ

は

平

野

の

兼

牛
は
未
だ

幾
ら
か
残
っ
て
居

る
が
筒

中

に

は

蚤

-

夜

5
,

構
造
で
､

次
第
は
克
庇
等
ほ
改
造
さ

れ

て

行

-

0

囲
箔
棟

｡
革
等
凹
阿
の
上
に
範
棟
を

あ

げ

る

の

は

党

づ

1Il望

凹
九



地

政

節

十

五
怨

上
流
で
敗
も
多
-
は
な

い
｡
大
抵
萱
茸
で
も
そ
の
上
に

切
妻
克
茸
の
小
屋
旭
を
附
け
る
｡
こ
の
充
棟
が
直
に
草

茸
を
掩
は
ず

1
八
位
の
間
隙
が
あ
-
左
右

へ
も

一
八
位

義
-
出
て
ゐ
る
｡
端
を
附
け
ね
か
ら
正
し
-
は
充
棟
で

あ
る
｡

是に
は
鶴
附
が
多
-
､
チ
ク
モ
ン
附
は
全
-
夜

5,
q

㈱

尭
茸
｡
新
築
叉
は
農
家
以
外
は
殆
ん
ど
克
茸
で
'
大

-

部
分
附
近
ほ
産
す
る
黒
充
を
使
ふ
｡
石
見
産
の
赤
瓦
(
油

克
)
も
あ
る
が
出
来
村
で
は
累
二
五
八
月
に
封
し
亦
二

二
月
で
近
付
も
盤
そ
れ
位
の
制
で
あ
る
｡
構
造
は
切
妻

(
二
卒
茸
)
が
精

一
で
入
母
屋
(垂
遣
)等
各
種
が
あ
る
｡

平
屋
鋸
附
が
最
も
多
-
農
家
に
二
階
建
は
殆
ル
ビ
老

い

+I
+.J

棟
に
は

雑

種

石

材
の
棟
石
を
あ
げ
.
横
束
茸
の
み
で
あ

る
｡
桜
桐
山
を
附
け
喪
家
も
澗
常
多

い
｡

(
二
)

間

取

Ⅲ作
小
屋

宍
道
湖
畔
の
新
田
に
は
稀
に
極
め
て
小
さ

い掘
立
小
屋
が
見
ら
れ
る
｡

一
例
を
ボ
す
と
九
八
二
間

の
切
妻
註
茸
で
四
壁
を
輩
で
圃
以
南
面
に
入
口
と
二
八

の
柵
子
月
と
を
有
す
る
｡
盆
膿
の
草
分
け
高
さ

一
尺
の

床
を
設
け
走
が

三
枚
敷
か
れ
純
不
八
･強
兵
･行
李
等
か

鈴
五
択

孟
四

五

〇

ら
茶
碗
舘
ま
で
そ
の
隅
に
置
並
べ
ら
れ
て
あ
る
｡
入
口

に
産
を
昂
-
土
間
に
は
形
ば
か
-
の
竃
二
つ
が
あ
る
｡

こ
れ
ら
は
分
家
叉
は
移
住
の
普
初
の
住
居
で
作
小
屋
叉

は
暇
小
屋
と
呼
ぶ
｡
FJ
の
原
始
的
壁
活
も
可
を
ら
永
放

し
て
愈
母
屋
を
建
築
す
る
迄
に
約
十
年
も
辛
棒
す
る
罫

が
あ
る
と
言
ふ
｡

聞
小
作
農
住
宅
数
型

(
イ
)
付
屋
｡

平
野
全
階
の
家
が
南
面
す
る
が

家
相
上

｢
異
に
ふ
る
｣
と
言
っ
て
南
南
東
を
最
任
と
し
て
居
る
｡

中
人
で
あ
っ
て
座
敷
を
金
鯉
の
着
に
と
-
､
左
に
土
間
･

入
口
の
あ
る
の
む
普
通
と
す
る
｡
是
に
反
す
る
間
取
を

こ
ふLSいり

左
座
敷
と
呼
ん
で
少
-
､
農
家
の
要
人
(

小

平

入

)

ち

殆
ル
ビ
無

い
｡

註

乙
の
地
方
の
栃
村
に
は
却
っ
て
要
人
を
見
る
｡

山
陰
道
拾
遺
の
概
数
左
の
如
し
｡

庄
原
町
蛮
人
六
九
月

準
八

七

一
月

直
江
町
同

七

1
月

間

三

7八
月

諜

帖
捌
直
二
六
月

間

四
宗

座
敷
は
高
二
八
位
の
粧
床
で
､
前
面
に
三
八
の
橡
が
附



き
､
六
換

二
間
&
.と
-,h
ー
後
は
義
朗
･納
声
が
並

び
ー土

間
が
酌
二
間
通
わ

で
そ
の
一
部

が
流
し
と
在
っ
て

ゐ
る

表
に
は
上
手
全
部

は
押
込
が
あ
っ
て
'
そ
れ
t{tj外
す

様

･.l
･)J..

は
し
た
取
込
八
鹿
と
言
ふ
聞
取
も
あ
る
が
今

は
多

-
内

縁
附
の
入
鹿
は
な
っ
た
｡
次
の
間
(
ザ
シ
キ
)
六
盛

が
常

の
由

間
で
冬

期は
1
隅
は

煙
塵
が
出
さ
れ
る
｡
昔

は
土

間
か
ら
の
止

む日
に
建
且

も
な
か
つ
ね
が
今

は
粧

月
が

回

建
ち
二
八

節
,
>

豆

山

甲
紺錨
地

[車L-]
｢-･｢TLT.-Jココ.･-J

∴

-
む
遮

つ

(例一一約3ノ二)

位
の
箱
段

が
附
-
｡

轟
所
や
流

し
の
北
側

は
戸

棚
等

で
仝
-
明

.

･

.･･:I･･･八
か
･.

近
時

は
硝
子

♪
等

は
改

良
さ
れて
衆
た
｡

束

向
に
坐

っ

て
焚

-
竃
と
焚
水

入
場

と
が

あ
っ

て
其
の
横

に水
寵
等

が
躍
か
れ

る
｡
納

月
(
ク
シ

ロヤ

とも
呼
ぶ

)
に
は
押

込
･鼠

不
人
等
が

設
け
ら
れ

一部
が物
置
と
な
-
.東
に

旭

川
中
野
の

民
家

開
い
て
二
八
位
の
内
縁
が
附
-
｡

こ
れ
等
の
各
室
が
骨

は
定
敷
の
み
で
あ
っ
た
が
今
は
吸

塵
が
多
-
な
ら
衣
の

み
は
恩
赦
と
在

っ
た
｡
天
井
も
饗
手
張
で
あ
っ
72
の
が

板
に
さ
れ
て
き
た
｡
土
間
(
ウ
シ
ノ
二

は
余
憤
む
泥
土

で
打
堅
め

1
隅
に
大
電
が
あ
る
｡
流
し
は
石
敗
か
セ
メ

ン
ト
塗
の

1
坤
飴
で
直
ぐ
外
は
下
水
溜
(
ク
ナ

へ
ジ
)
が

あ
る
｡
獅
味
噌
部
屋
を
設
け
五
右
衛
門
風
呂
が
築
か
れ

て
ゐ
る
○

(
こ

納
屋
及
び
廊
下
｡

外
ど
な
し
の
出
来
拍
出
雲
の

天
候
の
篤
に
米
の
調
製
｡韮
仕
事
等
は
全
部
納
屋
(
コ
ヤ

又
は
マ
ヤ
｡
ナ
ヤ
)
で
行
ふ
｡

正
面
か
ら
見
て
蛮
人
の
形

に
な

っ
て
母
屋
の
左
方
二
間
位
出
し
て
建

つ
｡
古

い
物

は
単
音
四
阿
で
金
牌
土
間
で
あ
る
｡
今
は
殆
ん
ど
牛
馬

を
飼

は
ね
が
菅
は
厩
も
設
け
ら
れ
て
居
た
｡
敢
近
は
母

屋
よ
り
却

っ
て
批
大
在
克
茸
二
階
造
が
建
て
ら
れ

.1
万

を
座
敷
と
し

て奉
賀
に
鵜
川
さ
れ
る
｡
母
屋
と
の
間
に

は
四
坪
位
の
廊
下
が
あ
-
此
塵
が
家
の
前
後

へ
の
通
路

と
な
る
｡
余
部
土
間
で
仕
切
な
し
に
納
屋
の
土
間
に
結

く
未
だ
納
屋
を
持
た
ぬ
家
で
は
rJ
の
廊
下
に
利
常
す
る

建
物
の
み
で
酒
し
て
ゐ
る
｡

三

宝

五

一



地

(
〇
倍
朗
｡

二
-
J

itCJL

i側
j●小川.

節≡

球

筋
i･
五
港

小
便
朗
は
昔
は
上
グ
便
所
と
言
っ
て
橡

卜

･I･T

FJ
当

り
J

q
r
肌

.=.)

;
I..I:

乱

匡

6
耳

;:A.

,l∫-1rr
･･,T

｢｢P

BIN_l

J

･hTt･
鹿

川

一--㌔-I-

の
左
鵜
入
口

の
側
方
に
あ

つ
ね
が
今
は

粂
-
母
屋
の

左
隅
に
移
さ

れ
た
｡
大
便

所
は
宅
地
の

南
光
隅
に
別

棟
と
す
る
｡

鰐
五
雛

宕
六

五

こ

れ
る
○

榊
自
作
農
住
宅

第

一
例
(伊
汲
野
村
今
岡
家
)母
屋
は
克
昔
婁
紙
鶴
附

大
正
末
年
新
築
で
あ
る
｡
五
十
年
位
の
尭
罫
納
屋
や
倉

代
州
の
二
階
蓮
が
附
属
し
て
ゐ
る
が
､
間
取
か
ら
見
て

各
室
が
特
は
庶
-
さ
れ
て
み
る
｡

肥
料

｡
農

具

置
場
を
舘
ぬ
､
溜
桶
(多
雨
に
て
畑
等
ほ
置

か

ぬ

)
も

設

け
る
の
で
強
要
現
さ
れ
､
克
茸
切
妻
は
白
壁
造
等
が
多

-
見
ら
れ
る
｡

(
ニ
)兜
木
小
屋
｡

簸
川
中
野
の
澗
兜
は
甚
だ
大
き
く

そ
れ
に
特
殊
な
杉
丸
太
や
竹
を
位
ふ
｡
rJ
の
材
料
保
存

ー土でぎ

は
兜
木
小
屋
を
裁
て
る
｡
五
六
八
に
五
間
伐
で
克
茸
切

妻
の
壁
を
つ
け
ぬ
も
の
で
時
に
は
納
屋
の
側
方
に
加
設

ru
れ
で
ゐ
る
｡

乙
の
外
に
は
家
に
ょ
つ

て衣
小
屋
'
郊
倉
等
が
見
ら

臥

功

[可

⊂二二互二コ蓬コ

(例三筋 3ノニ)

第
二
例
(
出
基
材
今
岡
家
)義
苛
四
阿
穂
鶴
附
の
古

い

母
屋
に
克
罫
紙
二
階
趣
の
納
屋
､
倉
p
後
座
敷
証
は
湯

殿
､
飽
置
場
が
建
て
ら
れ
て
ゐ
る
｡
室
数
が
基
だ
多
-

却
つ
tJ
姦
所
や
土
間
が
狭
-
ru
れ
て
ゐ
る
0



lq
第
三
例
(
伊
汲
野
付
井
上
象
)養
茸
四
囲
絶
鶴
附
の
母

屋
は
敢
近
新
築
の
克
茸
切
妻
組
二
階
拙
納
尾
が
あ
っ
て

前
二
例
の
中
間
と
言
ふ
べ
き
間
取
で
あ
る
｡

(
≡
)

宅

地

班
ru
(
平
均
)
は
純
農
村
の
山
東
柑
二
〇
五
坪
､
久

木
村
二
〇
八
坤
入
､
僅
少
の
術
村
を
も
つ
伊
披
野
村

-i

七
〇
坤
四
で
あ
る
｡
宅
地
は

l
股
に
高
-
党
に
家
の
床

む
上
げ
で
ゐ
る
｡
rJ
机
は
低
温
と
水
防
に
因
る
も
の
で

欄
咋
近
-
ほ
士
手
跡
緊
静
の
出
凍
る
の
も
乙
の
偽
で
あ

る
｡
殆
ん
ど
水
附
の
み
の
中
に
散
在
す
る
栄
落
i.I)盆
-

制
限
数
受
け
泊
か
ら
宅
地
は
矩
形
を
基
本
と
す
る
が
固

よ
-

l
足
せ
ね
O
四
囲
は
垣
を
作
る
G

一
般
に
前
方
を

珪
擁
(
山
茶
花
'鼠

モ
チ
等
の
刈
込
)
ほ
し
他
を
結
垣
(竹

枝
'酢
水
)と
す
る
｡
苗
中
央
に
門
口
を
つ
け
道
路
ま
で

木
月
を
通
ず
る
ひ
多
-
門
を
建
て
肘
か
ら
農
繁
期
に
は

竹

1
本
を
横
ね

へ
て
各
戸
不
在
の
都
が
あ
る
･.
酉
及
北

側
は
防
風
林
,<LJ持
つ
部
は
既
に
簸
川
平
野
の
築
地

(
地

球
第
十
二
怨
第
四
放
)
で
詳
逃
し
穴
か
ら
省
署
す
る
｡

未
の
前
方
に
枚
を
中
心
と
し
た
築
庭
が
あ
-
ザ
シ
キ
の

前
は
僅
か
の
花
轍
が
見
ら
れ
る
｡
粗
千
は
金
然
せ
紀
か

ら
塵
の
蛮
地
は
甚
だ
狭

い
｡
井
戸
が
門
口
社
-
か
或
は

義
朗
の
基
に
あ
る
が
猫
過
せ
ぬ
ば
な
ら
拍
水
が
可
夜
-

多

い
｡
近
-
ほ
川
が
あ
っ
て
必
ず
洗
場

(
ア
ラ
ヒ
･L
叉

は
カ
ケ
ダ
シ
)
を
持
つ
｡
宅
地
に
接
し
て
ゐ
る
基
地
が

朝
常
あ
る
が
晋
は
宅
地
内
に
埋
葬
し
死
棟
で
あ
る
｡
各

か
ら
漸
ら
-
義
擬
が
風
趣
を
漁

へ
る
.
種
七
八
尺
の
園

柱
状
に
積
上
げ
同
じ
英
で
圃
錐
状
の
両
産
む
し
た
も
の

で
各
月
は
数
個
は
築
か
れ
る
｡
(結
)

新
課

目

本

地

撃

論

文

集

(
一
二
)

ラ
イ

マ
ン
ー

日
本
油
田
調
査
第
二
年
報

(
A
)

秋
田
油
田

阿
仁
か
ら
予
等
は
流
れ
は
従
っ
て
下
-

潮

詔

日
本
地

蝉

論
文

鵜

帯
び
加
護
川
を
過
ぎ
米
代
川
河
口
に
近
い
秋
田
据
鶴
形

三
宅

五
三


